
令和５年度 園評価 

 

北沼上こども園 

 

評価段階（A:大変良い B:まあまあ良い Ｃ:あまり良くない Ｄ:全く良くない） 

項  目 評価指標 
評

価 
取り組み状況 

組織体制の充実 組織の一員として役割を自覚

し、責任を持って取り組んでい

る 

Ｂ 

・任された仕事を最後まで責任もって取り組む

ことは概ねできていた。もっと周りを見て自ら

できることに取り組んで行きたい。 

資質・専門性の向上 専門性の向上に努めている  

B 

・研修参加、専門書などで知識を学び、現場と

結び付ける事が出来るようにしたが、まだまだ

向上しなければならないと感じる面もある。 

安全管理 非常時における意識や安全な行

動が身に付いている Ｂ 

・訓練は毎月想定を考えながら行ったが、もっ

と実際のことを考え見直していく必要性がある

と感じる。 

保健衛生 室内や備品等の消毒や掃除を行

い衛生管理に気をつけている 

 

Ｂ 

・掃除・消毒は、日頃から丁寧に行うよう心掛

けた。 

・衣服の汚れ、汗や鼻水などにも気を付け清潔

を心掛けた。 

研修体制の充実 園内研修や園外の研修に参加し

たり報告を見たりして学びを深

めている 
B 

・研修報告を聞いたり報告書を読んだりして

日々の保育の参考にした。研修に参加し保育活

動を繋げていくが、もっと効果的な研修を考え

ていく。 

職員間の 

相互理解・協働 

情報の共有をしたり、分担した

りし、職員同士の理解に努めて

いる 
Ｂ 

・クラスで子どもの様子や行事などの話し合い

を行い、情報共有することを心掛けた。 

・報告漏れがないようにする工夫をしていく。 

 

保護者理解 保護者のことを安易に話題にし

たりしていない、守秘義務に配

慮している 

B 

・保護者からの相談や情報に対して守秘義務の

配慮は概ねできていた。 

 

重点目標の理解 今年度の重点目標を理解してい

る（わくわくがいっぱいの子） Ｂ 

・子どもが何にわくわくしているのかを予測

し、興味を持ったことをすぐにできるように用

意できるように意識した。 

 自分で定めた目標（園長に提

出）に向かって努力している Ｂ 

・目標の振り返りをしながら努力した。 

・疑問や必要なことアドバイスを求めながら目

標達成に務めた。 



教育保育要領 教育・保育要領や指針等を読み

返している Ｃ 

・定期的に読む、必要な時にその都度読み返し

ている職員と、なかなか読むことをしなかった

職員とで分かれた。 

子どもの育ち 子どもの活動や結果だけでなく

子どもの心の育ちや意欲、取り

組む過程などに目を向けている 
Ｂ 

・日頃の保育では結果を見て声掛けをしてしま

うこともあった。達成感を味わうことができる

よう意識して取り組みの過程に目を向けるよう

に努力した。 

振り返り 日々の振り返りで気付いたこと

や課題等が指導契約に反映させ

ている 
C 

・日々の振り返りはしていたが、すぐに見直す

ことに取り組むことが難しいことが多くあっ

た。 

・指導計画日誌に反省や振り返った事を記入

し、次に同じことをしないよう気をつけたが課

題は多い。 

保育の振り返りで気付いたこと

や課題等が日々の保育の中で実

践できている 

保育環境 季節を感じたり、発達に応じた

遊びが出来る環境や子どもが主

体的に活動できる環境を用意し

ている 

B 

・季節を感じる保育を多く取り入れるように意

識していった。今後は展開できるような工夫が

必要と考える。 

・発達に応じた遊びはもっと勉強が必用と感じ

る。 

子どもについて 子どもの気持ちに気付けている Ｂ ・子ども自身からの表現を待って対応したり、

サインに気付いたらすぐに対応したりできたと

感じる。職員同士、情報を共有した。 

保育教諭同士、子どもについて

話し合い、互いの保育について

話したり振り返ったりしている 

A 

・困っていること、対応に対する悩みなど話し

合う機会をもち保育に生かすことができた。 

保育の方向性を考え今後につなげていく。 

対話を通じた学び合いや子ども

の姿や保育の捉え直しができて

いる（自分の決めつけや思い込

みを基に子どもを見ていない） 

Ｂ 

・園内研修などで、公開保育や保育の振り返り

をし、子どもの姿や自分の保育に対する思い込

み等を見直す。先入観にとらわれず、意識しな

がら子どもと向き合い、子どもの姿を適切に 

捉えることができるようにしていきたい。 

 成果と課題 

成果 

・外部講師を招き、年齢別の保育環境について昨年度に引き続き、課題や改善点を話

し合い、園庭環境を工夫し、子ども達が様々な経験が出来るよう計画をたてる事がで

きた。 

・重点目標「わくわくがいっぱいの子」を達成するために、公開保育でお互いの保育

を見て、できている所、より良くしていくために改善すべき所を園内研修などで話し

合った。話し合いを行うことで、お互いを認め合い、自らの保育を振り返り目指す意

識が高まった。 



課題 

・職員それぞれが重点目標、自分の目標にむかって努力した。外部講師によるアドバ

イスなどで保育環境の見直し、子どもへの声掛けなどを意識し資質向上に努めること

ができた。 

・振り返りや教育保育要領の理解にはまだ十分ではなく、園内研修等で教育保育要領

取り入れ読み合わせをしていき、共通理解・資質向上をはかっていきたい。 

 


